明治二年の飢饉
　明治2年6月、諸大名にこれまで支配していた土地と人民を返させ、新たに藩として元の藩主（大名）を知藩事とした。この時の鳥取藩の知藩事は池田慶徳である。

この年は天候が悪く、西日本一帯では大EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ききん),飢饉)となって、藩では地方の徳人からも米を出させ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かゆ),粥)を煮て数十日間窮民を救った。宇谷の記録にも多くの村人が粥の施しを受けている。（第三節「農民の生活」参照）

　藩側も元の大名や武士の受けていた録米を減じて、国の費用とした。鳥取藩では、藩主は元の十分の一、藩士の最高の者は五分の一、あとはおよそ二分の一といった減らし方で、藩士の暮らしは非常に困難なものとなった。
　石脇出身伊王野坦が知事となった丹後久美浜の場合については、「ゆかりの人物」の項で紹介している。
